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年)、仏国で 40.6％(2008 年)、米国で 16.3％（2006-2010 年）と報告されている。一方日
本では低用量 OC の使用は 1999 年に認可されたが、2012 年で適応年齢女性の 5％、既婚女













6％、乳癌患者 248 名のうち、OC 使用歴を確認できた人数は 12 名（4.8％）と少数である。
われわれのクリニックでは、自費乳癌検診受診者の 28.8％の女性が、OC を現在服用中か、
過去の使用歴がある為、日本人の OC 使用と乳癌のリスクについて調査可能である。 












対象 12,378 名に乳癌検診を施行した結果、155 名（1.3％）の女性が乳癌と診断され、 
12,223 名が対照となった。平均年齢は、症例群 46.1±8.6 歳で、対照群 39.5±9.2 歳に比
べ、有意に高かった（p＜0.001）。乳癌のリスクは、年齢が 40 代に達すると急速に増え、
20 代と比較すると 40 代、50 代と 60 代の OR と 95％CI は、それぞれ 4.89 (2.12-11.28)、 























 この症例対照研究は日本女性における OC 使用との乳癌リスクの関係を明らかにする為に
行われ、現在 OC を使用している閉経前女性の乳癌リスクは増加しないという結論が得られ
た。しかし今後更なる長期的な調査・前向き研究が必要と考える。 
